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市役所総合案内（１階）
米子市における総合相談機能
の充実を図るため、４月１日
の組織機構改正で「市民相談
課」を新設しました。
総合案内、行政相談、消費生
活相談などを所管していま
す。
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３
月
市
議
会
定
例
会
で
、
平

成
22
年
度
当
初
予
算
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
平
成
18
年
３
月

に
策
定
し
た
「
米
子
市
行
財
政

改
革
大
綱
・
実
施
計
画
」
に
よ

り
、
こ
の
５
年
間
で
一
定
の
効

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
景
気
低
迷
の
長
期
化
、

歳
出
の
増
加
傾
向
等
に
よ
り
、

財
政
状
況
は
今
後
更
な
る
悪
化

の
方
向
に
向
か
う
こ
と
も
強
く

懸
念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
平
成
22
年
度
の

予
算
は
、
厳
し
い
状
況
下
で
の

予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
推
進

し
な
が
ら
も
、
市
民
に
最
も
身

近
な
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
、

必
要
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
適
切
に
提
供
す
る
よ
う
配

慮
す
る
な
ど
、「
暮
ら
し
や
す

く
、
元
気
な
米
子
」
の
実
現
を

図
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
編

成
と
し
、「
米
子
い
き
い
き
プ

ラ
ン
」
の
推
進
に
向
け
た
施
策

事
業
の
実
施
に
必
要
な
予
算
の

計
上
に
努
め
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

財
政
課
（
☎
23
―
５
３
２
２
）

区 分 予 算 額 対前年度比
市 税 178億 2,604万円 △ 6.3％
諸 収 入 51億 3,883万円 6.3％
使用料及び手数料 12億 2,617万円 △ 3.1％
分担金及び負担金 10億 2,075万円 2.6％
財 産 収 入 ほ か 2億 8,654万円 △ 13.3％
繰 入 金 9,335万円 159.5％
地 方 交 付 税 92億 2,208万円 4.9％
国 庫 支 出 金 68億 4,306万円 △ 12.4％
市 債 55億 4,117万円 6.4％
県 支 出 金 37億 9,851万円 13.3％
譲 与 税・ 交 付 金 25億 6,150万円 △ 5.0％
合 計 535億 5,800万円 △ 1.4％

区 分 予 算 額 対前年度比
民 生 費 186億 75万円 14.0％
総 務 費 89億 2,081万円 2.4％
公 債 費 82億 9,764万円 △ 12.4％
商 工 費 47億 6,760万円 5.0％
土 木 費 46億 168万円 △ 3.4％
教 育 費 35億 4,312万円 △ 35.4％
衛 生 費 28億 3,318万円 △ 3.7％
農 林 水 産 業 費 12億 8,542万円 △ 6.7％
そ の 他 ３億 6,228万円 △ 2.5％
議 会 費 ３億 4,553万円 △ 5.4％
合 計 535億 5,800万円 △ 1.4％

【財政用語の解説】
地 方 交 付 税 収入が少ない市町村でも一定水準の行政サービスを提供できるようにするため、国から交付されるお金
国 庫 支 出 金 資金の使い道を指定して地方自治体に国から交付されるお金
譲与税・交付金 国が徴収した税の一部を、一定の基準で地方自治体に配分するお金
民 生 費 子どもやお年寄り、障がいのある方への福祉のためのお金
公 債 費 借入金返済のためのお金
総 務 費 庁舎や財産の維持管理、戸籍の管理、税金の徴収などのためのお金
土 木 費 道路や公園の整備など、まちづくりをするためのお金
教 育 費 小中学校の施設の整備や文化の振興などのためのお金
商 工 費 商工業・観光の振興のためのお金
衛 生 費 健康診断や予防接種、ごみの回収処理などをするためのお金

一般会計予算額　　535億5,800万円
対前年度予算（平成21年度６月補正後）比の伸び率　1.4％減

※数値は項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない
　場合があります。



（１）子育てを応援し、お年寄りが元気な米子
主な事業（一般会計） 予 算 額

音声誘導装置設置事業（新規） 280万円
がん検診事業 2億6,242万円
各種予防接種事業 2億2,470万円
妊婦健康診査事業 1億1,400万円
特別医療助成事業 7億3,474万円
放課後児童対策事業（なかよし学級） 8,124万円
子ども手当事業（新規） 29億 875万円
保育所措置事業（公立・私立） 32億3,581万円
保育所特別保育事業（公立・私立） 2億 83万円
保育所施設改修事業（新規） 340万円
保育システム導入事業（新規） 1,390万円
民間認可保育所施設整備費補助事業（新規） 1億1,565万円
保育所下水道・農業集落排水接続事業（新規） 200万円
児童館下水道・農業集落排水接続事業（新規） 204万円
私立幼稚園運営費補助金 4,367万円
私立幼稚園就園奨励費助成事業 8,150万円
私立幼稚園第三子保育料軽減事業 849万円
ふれあい共生ホーム整備事業（新規） 1,117万円
施設開設準備経費助成事業（新規） 720万円
地域活動支援センター運営事業 2,368万円
居宅介護給付事業 9億3,058万円
後期高齢者医療費負担金 12億5,473万円
後期高齢者医療特別会計繰出金 3億4,351万円
生活保護扶助費 25億3,633万円

（３）活力みなぎる米子
主な事業（一般会計） 予 算 額

商工業振興資金貸付事業 41億9,923万円
チャレンジプラン支援事業 3,213万円
魅力ある商店街づくり事業費補助金 720万円
皆生温泉開湯 110 周年事業（新規） 100万円
緑の産業再生プロジェクト事業（新規） 1億1,350万円
中心市街地活性化推進事業 310万円
新農業水利システム保全対策事業 8,171万円
中海市長会 4,834万円
県営基幹水利施設ストックマネジメント事業負担金（新規） 80万円
JR 米子駅バリアフリー化推進事業 9,577万円
歩道のバリアフリー化事業（新規） 3,200万円
道路維持補修事業 1億3,147万円
道路新設改良事業 2億 500万円
広域行政管理組合負担金 28億 520万円

（２）ゆとりある心豊かな米子
主な事業（一般会計） 予 算 額

男女共同参画推進条例制定周知事業（新規） 41万円
中央隣保館耐震調査事業（新規） 150万円
下福万隣保館整備事業（新規） 1,233万円
車尾小学校校舎増築事業 3億2,817万円
尚徳中学校大規模改修事業（新規） 1,860万円
淀江中学校武道館改築事業（新規） 1,400万円
図書館整備事業（新規） 1,126万円
美術館整備事業（新規） 1,003万円
学校下水道・農業集落排水接続事業 1,161万円
小学校 1,2 年生 30 人学級実施事業 3,200万円
中学校 1 年生 33 人学級実施事業 1,800万円
にこにこサポート支援事業 1,125万円
全国学力・学習状況調査活用事業（新規） 315万円
公民館運営費 3億1,134万円
文化ホール整備事業 500万円
児童文化センター整備事業 1,994万円
埋蔵文化財センター管理運営事業（新規） 445万円
保護文化財高田家住宅保存修理事業 725万円
史跡上淀廃寺跡保存整備事業 2億 963万円
学校給食運営事業 3億 936万円
市営住宅管理事業 1億1,412万円
市営五千石住宅建替事業 5,361万円
市営住宅テレビ共聴地上デジタル化等事業（新規） 2,230万円
まちなか居住支援事業（新規） 101万円
アスベスト撤去支援事業 1,126万円
分別収集事業 5億5,456万円
ごみ有料化事業 6,727万円
消防用ホース乾燥塔改修事業 210万円
クリーンセンター運転事業 10億5,564万円
地球温暖化対策事業 1,573万円
準用河川改修事業 1億 500万円
市行造林保育事業 423万円
松くい虫防除事業 1,839万円
米子水鳥公園つばさ池水質等調査研究事業 200万円

（４）みんなのための市役所
主な事業（一般会計） 予 算 額

滞納整理システム導入事業 1,445万円
広報よなごの発行 1,529万円
自治基本条例策定事業 312万円
国勢調査事業 6,248万円

◆会計別でみた予算 （△はマイナス）
区 分 平成22年度当初予算額 平成21年度6月補正後予算額 対前年度比

一 般 会 計 535億5,800万円 543億4,109万円 △ 1.4％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 147億 353万円 147億8,366万円 △ 0.5％
南 公 園 事 業 709万円 681万円 4.2％
住 宅 資 金 貸 付 事 業 1,901万円 5,695万円 △ 66.6％
土 地 取 得 事 業 6,222万円 1,543万円 303.3％
下 水 道 事 業 64億2,028万円 80億5,781万円 △ 20.3％
高齢者住宅整備資金貸付事業 57万円 57万円 0.2％
老 人 保 健 事 業 1,261万円 1億2,612万円 △ 90.0％
駐 車 場 事 業 2億1,650万円 2億1,661万円 0.0％
農 業 集 落 排 水 事 業 7億2,334万円 8億2,361万円 △ 12.2％
流 通 業 務 団 地 整 備 事 業 7,262万円 1億5,743万円 △ 53.9％
市 営 墓 地 整 備 事 業 3,230万円 4,672万円 △ 30.9％
介 護 保 険 事 業 107億8,505万円 100億6,686万円 7.1％
市 営 墓 苑 事 業 328万円 209万円 56.8％
後 期 高 齢 者 医 療 16億6,686万円 14億6,357万円 13.9％

※上記の事業のほか、緊急雇用創出対策のため、40事業、3億5,302万円を計上しており、これにより延べ 289人の雇用創出を図っ

ています。



　

米
子
市
で
は
、
文
化
奨
励
賞
を
設
け
、

文
化
芸
術
活
動
で
地
域
に
貢
献
い
た
だ

い
て
お
り
、
な
お
か
つ
、
今
後
の
益
々

の
活
躍
に
よ
り
本
市
の
文
化
振
興
に
寄

与
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
個
人
と

団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
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◆　
　
　

◆

　

平
成
21
年
度
の
受
賞
者
は
、
個
人
の

部
：
ク
ロ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ハ
ー
モ
ニ
カ

奏
者　

坂さ
か
が
み
た
つ

上
達
也や

さ
ん
と
団
体
の
部
：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

夢
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
加か

藤と
う

文ぶ
ん

治じ

理
事
長
、
会
員
20
名
）
の

皆
さ
ん
に
決
定
し
、
３
月
19
日
に
市
役

所
で
贈
呈
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
野
坂
市
長
が
賞
状
と

楯
を
贈
呈
し
、
中
海
テ
レ
ビ
放
送
か
ら

副
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
上
達
也
さ
ん
は
、
24
年
前
に
ク
ロ

マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
（
ス
ラ

イ
ド
レ
バ
ー
が
つ
い
て
お
り
、
半
音
を

出
せ
る
の
が
特
徴
）
に
出
会
い
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
し
な
が
ら
独
学
で
技
術
を

習
得
さ
れ
ま
し

た
。
2001
年
に
は
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
奏

者
の
プ
ロ
へ
の

登
竜
門
と
い
わ

れ
る「
世
界
ハ
ー

モ
ニ
カ
連
盟
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ

ン
ク
ー
ル
」ソ
ロ
部
門
で
３
位
に
入
賞
。

各
地
で
の
演
奏
活
動
の
傍か

た
わ

ら
十
数
年
前

か
ら
多
く
の
人
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
教
え

る
な
ど
、
地
道
に
活
動
を
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

夢
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
2004
年
、
鳥
取
県
西
部
地
震
で
被
害

を
受
け
た
旧
加
茂
川
沿
い
の
白
壁
土
蔵

の
一
つ
を
「
夢
蔵
」
と
名
付
け
、
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
と
し
て
再
生
す
る

活
動
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
社
会

へ
の
貢
献
や
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
蔵
の
修
復
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
、
蔵

を
開
放
し
た
作

品
展
の
企
画
や

交
流
を
深
め
る

た
め
の
情
報
提

供
な
ど
を
行
な

い
、
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
団
体

や
行
政
と
の
協

働
に
よ
り
、
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
幅
広
く
行
な
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

文
化
課
（
☎
23
―
５
４
３
７
）

平成21年度
米子市文化奨励賞
『坂

さ か が み た つ

上達也
や

』さんと『夢
ゆ め く ら

蔵プロジェ
クト』に米子市文化奨励賞贈呈！

◆企業会計　平成22年度予算の概要
米子市では、水道事業と工業用水道事業について、独立採算
を原則とした会計（企業会計）を設けています。
これらの会計では、水道料金、工業用水道料金などにより事
業を運営しています。

■水道事業会計
平成22年度は、給水戸数７万 2,776戸、年間総配水量 2,377万立
方メートル、１日平均配水量６万 5,123立方メートルを予定し、そ
の運営経費は 32億 7,171万円と見込んでいます。これに対し、収
入は水道料金など 34億 3,767 万円を予定しています。
主な事業としては、老朽配水管更新及び災害対策を重点的に行なう
とともに、経常的経費を抑制し、健全経営を行ないます。

※純利益…収益的収支の差です。平成22年度予算では１億 6,596 万円を
　　　　　見込んでいます。

■工業用水道事業会計
平成22年度は、年間総供給水量 65万7,000立方メートル、1日平
均給水量は 1,800立方メートルを予定しています。工業用水の豊
富で低廉な供給、合理的な事業運営を図ります。

収益的収支

収益的収支

資本的収支

資本的収支

収入
34億3,767万円

収入
1943万円

収入
1000万円

収入
21億289万円

水道料金
31億1,115万円
（90.5%）

その他（補てん財源）
12億7,023万円
（60.4%）

減価償却費及び支払利息
12億 1,589 万円
（37.2%）

その他
3億2,652万円
（9.5%）

企業債
5億5,460 万円
（26.4%）

工事負担金等
2億7,806万円
（13.2%）

企業債償還金
10億1,068万円
（48.1%）

工業用水道料金
1,932万円（99.4%）

長期貸付金戻入
1,000万円（100%）

維持管理費等
1,869万円（96.2%）

受取利息
11万円（0.6%）

減価償却費
54万円（2.8%）

予備費
20万円（1.0%）

建設改良費
10億9,221万円
（51.9%）

その他
6億215万円
（18.4%）

維持修繕費及び動力費
4億9,709万円
（15.2%）

人件費 9億5,658万円
（29.2%）

支出
32億7,171万円

支出
1943万円

支出
0円

支出
21億289万円

◆財政用語の解説
収益的収支　水道事業の運営に伴う収入と、それに要した経費の収支。
単年度における経営状況を示します。
資本的収支　配水管の布設や更新、配水池の建設等施設整備に要した
経費と、まかなった財源の収支をいいます。
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功
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門
脇
和
夫　
　

喜
多　

要

　

荻　

⻆
夫　
　

木
村
定
雄

　

橋
本
典
之　
　

田
中
通
雄

◆
商
工
業
功
労
者

　

小
西
健
夫

◆
商
工
観
光
業
功
労
者

　

宇
田
川
富
美
江

◆
厚
生
功
労
者

　

磯
村
惠
子　
　

野
坂
英
子

　

本
池
順
美　
　

宮
田
挙
子

　

宮
崎　

勇　
　

富
長
瑞
穂

　

寳
意
規
嗣　
　

田
本　

晃

◆
教
育
功
労
者　

松
山
礼
三

◆
消
防
功
労
者

　

田
中
博
美　
　

塚
澤
正
昭

　

池
口
秀
雄　
　

生
田
隆
章

　

池
本
嘉
明　
　

安
田
悟
朗

　

長
谷
川
勝
壽　

長
谷
川
周
一

　

金
山
勝
憲　
　

山
根
利
和

　

長
門　

衛　
　

土
井
祐
治

　

角　

時
彦　
　

遠
藤
秀
實

　

末
吉
正
三　
　

瀧
川
俊
介

　

由
木　

勉　
　

伊
達
厚
美

　

野
口
晴
久　
　

田
口
俊
二

　

藤
原
統
一　
　

杉
尾
繁
樹

　

松
本　

悟　
　

安
田
邦
弘

　

渡
邉
茂
美　
　

杉
本
泰
則

　

澤
口
典
夫

　
善
行
表
彰
者

◆
自
治
善
行
者

　

藤
原
辯
雄　
　

宮
富　

進

　

八
田　

滋　
　

深
田
訓
正

　

木
村　

亨　
　

内
藤
和
紀

　

加
藤
健
治　

◆
商
工
業
善
行
者

　

竹
田
博
政

◆
厚
生
善
行
者

　

板
野
克
彦　
　

宮
原
民
子

　

後
藤
宣
夫　
　

田
中
都
子

　

金
田
文
子　
　

谷
口
善
治

　

松
田　

潔　
　

阿
部
和
久

　

新
宮
定
子

◆
教
育
善
行
者

　

田
後
良
文　
　

畑
田
英
夫

◆
文
化
善
行
者

　

村
尾
義
晴　

本
池
秀
夫

　

小
原　

顯

◆
消
防
善
行
者

　

小
原
文
男　
　

濱
中
和
則

　

片
上
信
行　
　

建
井
秀
之

　

清
水
光
男　
　

福
長
正
樹

　

縄
田
博
之　
　

冨
田
政
春

　

廣
江　

智　
　

林　

義
仁

　

橋
本
伸
二　
　

潮　

隆
博

　

大
太
勇
三	

◆
体
育
善
行
者

　

生
田
博
一　
　

永
井　

徹

　

近
藤
盛
一　
　

小
田
昌
武

　

⻆　

末
廣　
　

香
川
壽
男

　

松
塚
富
雄　
　

髙
橋　

徹

　

加
藤
雅
夫　
　

田
口
弘
子

　

坪
倉
幹
人　
　

木
下
宏
明

　

金
田
祐
二　
　

遠
藤
修
司

　

宮
本
幸
太
郎　

増
田
恒
幸

　

米
村　

允　
　

川
中
香
緖
里

　

松
本
ゆ
り
あ　

荒
嶋　

俊

　

大
沼
希
生　
　

富
田
直
輝

　

安
田
竜
大　
　

吉
田
千
笑　

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
善
行
者

　

富
田
美
惠
子

　
善
行
団
体
表
彰

◆
文
化
活
動
善
行

　

米
子
管
弦
楽
団

◆
体
育
活
動
善
行

　

米
子
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

　

鳥
取
県
立
米
子
南
高
等
学
校

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

　

翔
英
学
園
米
子
北
高
等
学
校

　

サ
ッ
カ
ー
部

　

米
子
陸
上
ク
ラ
ブ

◆
寄
附
行
為
善
行

米
子
市
啓
成
小
学
校
創
立
百

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

米
子
市
立
就
将
小
学
校
創
立
百

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

３
月
31
日
、
公
会
堂
で
、「
米
子
市
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式
」
が
執

り
行
な
わ
れ
、
市
の
発
展
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
皆
さ
ん
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
財
課　
（
☎
23
―
５
３
３
１
）

米
子
市
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式



　

今
回
の
選
挙
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
も
の

で
あ
り
、
郷
土
の
政
治
を
託
す
、
私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ

大
切
な
選
挙
で
す
。

　

自
分
の
自
由
な
判
断
に
よ
る
責
任
あ
る
一
票
を
投
じ
て

明
る
い
選
挙
を
し
ま
し
ょ
う
。

米
子
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

▼
告
示
日　

６
月
６
日
㈰

▼
選
挙
期
日
（
投
票
日
）

　

６
月
13
日
㈰

▼
投
票
時
間

　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

※
た
だ
し
、
本
宮
公
民
館
は
、

投
票
終
了
時
間
が
午
後
７
時
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
は
、
市
内
44
か
所
の
投
票

所
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

投
票
に
行
か
れ
る
前
に
入
場
券

（
ハ
ガ
キ
）
で
投
票
所
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
第
35
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

　

あ
が
た
保
育
園
が
耐
震
補
強

工
事
で
使
用
で
き
な
く
な
る
た

め
、
第
35
投
票
所
は
県
公
民
館

付
属
体
育
館
に
変
わ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
県
公
民
館
付
属
体
育
館
に
変

わ
る
地
域
…
一
部
の
一
部
、
日

下
、
石
州
府
、
福
万
、
河
岡

　

▼
開
票

６
月
13
日
㈰
午
後
９
時
～

鳥
取
県
立
武
道
館

■
投
票
で
き
る
方

　

平
成
２
年
６
月
14
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
平
成
22
年
３
月
５
日

ま
で
に
住
民
登
録
の
届
出
を
し
、

引
き
続
き
米
子
市
に
お
住
ま
い

の
方
。

　
■
市
外
に
転
出
し
た
方
の
選
挙

権
　

選
挙
期
日
の
前
日
（
６
月
12

日
）
ま
で
に
他
の
市
町
村
に
転

出
し
た
方
は
、
選
挙
資
格
が
な

く
な
り
、
投
票
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

た
だ
し
、
期
日
前
投
票
を
行
っ

た
後
に
他
の
市
町
村
に
転
出
し

た
方
の
投
票
は
有
効
な
も
の
に

な
り
ま
す
。

投
票
の
ご
案
内

◆
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は

…
　

６
月
７
日
～
９
日
の
間
に
入

場
券（
ハ
ガ
キ
）を
郵
送
し
ま
す
。

も
し
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

入
場
券
を
な
く
さ
れ
た
と
き
は
、

投
票
所
で
本
人
が
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
場
で
再
発
行
し

ま
す
。

◆
最
近
市
内
転
居
し
た
場
合
の

投
票
所
は
…

▼
５
月
20
日
ま
で
に
転
居
届
を

出
さ
れ
た
方
…

新
し
い
住
所
で
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
５
月
21
日
以
降
に
転
居
届
を

出
さ
れ
た
方
…

転
居
前
の
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
投
票
す
る
と
き
の
注
意
事
項

は
…

　

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
１

人
の
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
投
票
は
無
効
に

な
り
ま
す
。

①
所
定
の
用
紙
を
用
い
な
い
も

の②
候
補
者
で
な
い
者
の
氏
名
を

書
い
た
も
の

③
２
人
以
上
の
氏
名
を
書
い
た

も
の

④
候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と

を
書
い
た
も
の

⑤
自
書
し
な
い
も
の
（
ス
タ
ン

プ
な
ど
の
よ
う
な
も
の
）



◆
文
字
が
書
け
な
い
方
は
代
理

投
票
が
で
き
ま
す

　

病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
自

分
で
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
係
員
が
代
わ
り

に
候
補
者
の
氏
名
を
書
き
ま
す
。

　

代
理
投
票
に
立
ち
会
っ
た
係

員
は
、
投
票
の
内
容
を
他
人
に

は
絶
対
に
漏
ら
し
ま
せ
ん
。

◆
選
挙
期
日
に
投
票
所
に
行
け

な
い
場
合
は
…

　

６
月
13
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
理
由
で
投
票

所
へ
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合

は
入
場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
く
前
で
も
本
人

確
認
を
し
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
、
投
票
し
て
い

た
だ
け
ま
す

◆
期
日
前
投
票
は
…

▼
受
付
場
所

・
米
子
市
役
所
本
庁
舎
４
階

　

期
日
前
投
票
所

・
米
子
市
役
所
淀
江
支
所
１
階

　

期
日
前
投
票
所

▼
受
付
期
間

　

６
月
７
日
㈪
～
12
日
㈯

※ 

土
曜
日
も
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。

▼
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

◆
出
張
や
用
事
の
た
め
に
市
外

に
滞
在
し
て
い
る
場
合
は
…

　

米
子
市
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
、「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
・
請

求
書
」
を
記
入
の
う
え
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
な
ど

を
郵
送
し
ま
す
。

　

届
い
た
投
票
用
紙
な
ど
は
、

そ
の
ま
ま
滞
在
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
持
参
し
て
、
そ
こ
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
投
票
日
ま
で
に
投
票

済
み
の
投
票
用
紙
が
、
米
子
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
届
か
な
い

場
合
は
無
効
に
な
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
早
く
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
指
定
施
設
に
入
院
、
入
所
中

の
場
合
は
…

　

不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け

て
い
る
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
院
、
入
所
中
の
方
は
、

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
の
で
、
病
院
、
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
係
の
方
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

米
子
市
内
の
指
定
施
設
は
次

の
と
お
り
で
す
。

ピースポート
特養・いずみの苑
ケア・いずみの苑
有料老人ホームいずみの苑
よなご大平園
リバーサイド
アイアイ
錦海リハビリテーション病院
福原荘
米子東病院

ゆうとぴあ
弓浜ゆうとぴあ
介保・なんぶ幸朋苑
特養・なんぶ幸朋苑
ケア・なんぶ幸朋苑
ル・サンテリオンよどえ
皆生尚寿苑
皆生みどり苑
特養・よなご幸朋苑
ケア・よなご幸朋苑
博愛苑

鳥大医学部附属病院
米子医療センター
博愛病院
高島病院
山陰労災病院
皆生病院
皆生温泉病院
養和病院
仁風荘
あわしま
やわらぎ

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
方
は
、
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

で
、

「
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の

障
が
い
…
一
級
か
二
級
」
の
方
、

「
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ

う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障
が

い
…
一
級
か
三
級
」
の
方
、「
免

疫
、
肝
臓
（
※
）
の
障
が
い
…

一
級
か
ら
三
級
」
の
方

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

「
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
…
特

別
項
症
か
ら
第
二
項
症
ま
で
」

の
方
、「
心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、
肝

臓
（
※
）
の
障
が
い
…
特
別
項

症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
」
の
方

③
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区

分
が｢

要
介
護
５｣

の
方

※
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
肝

臓
機
能
障
が
い
が
身
体
障
害
者

手
帳
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
の
対
象
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に

お
け
る
代
理
記
載
制
度

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

で
き
る
条
件
に
該
当
す
る
方
で
、

さ
ら
に

・
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
上
肢
又

は
視
覚
の
障
が
い
の
程
度
が
一

級
の
記
載
が
あ
る
方

・
戦
傷
病
者
手
帳
に
、
上
肢
又
は

視
覚
の
障
が
い
の
程
度
が
特
別

項
症
か
ら
第
二
項
症
と
記
載
の

あ
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
米
子
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
届
け
出
た
方
が

代
わ
り
に
記
載
す
る
こ
と
で
投

票
が
で
き
ま
す
。（
代
理
で
記
載

で
き
る
人
は
選
挙
権
の
あ
る
方

に
限
り
ま
す
。）

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

手
続
き
は
…

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

制
度
を
利
用
し
て
投
票
す
る
た

め
に
は
、
事
前
に
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
交
付
手
続
き
等
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
投
票
に
必
要
な
投
票
用

紙
等
の
請
求
期
限
は
６
月
９
日

㈬
（
必
着
）
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

米
子
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
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米
子
市
加
茂
町
一
丁
目
１
番
地



米子市公会堂の大ホール・楽屋棟の使用について
　平成21年度に行なった耐震診断の結果、米子市公会堂大ホー
ル・楽屋棟が大地震で倒壊する危険性が高い建物であると診断
されました。
　米子市は市民の安心安全の観点から、ただちに新規の使用申
込みを受付け停止し、原則、使用も中止としております。
　また、「米子市公会堂耐震問題等対策本部」を設け検討を行
ない、公会堂使用申込者の皆様には、この状況を説明し、その
上で使用について再検討していただくよう取り組んでまいりま
した。
　この結果、多くの使用申込者の皆様にはご理解いただき、会
場の変更、使用の中止等に応じていただきましたが、諸準備が
進んでいること等があり、施設使用について変更が困難な方に
つきましては、公会堂の状況を理解いただいた上で、使用され
ることも止むを得ないものと判断いたしました。
　しかしながら、今後もこの方達と使用を取りやめていただく
方向で協議してまいります。
　このことから、現時点では米子市公会堂大ホール・楽屋棟は
平成22年９月末日をもって完全閉鎖する予定です。
　なお、今後の米子市公会堂の在り方に関しましては、市民、
議会、各団体の御意見を踏まえ、慎重に検討をしてまいります。

米子市長　野　坂　康　夫

４月から米子市長
が中海市長会の会

長に就任しました。任期中
は米子市企画部企画課内に
事務局を設置し、中海市長
会事業、定住自立圏に関す
る事業の実施と構成市町と
の連絡調整を行ないます。

「中海圏域振興ビジョン」「中海圏域定住自立圏共生ビジョン」策定
　中海圏域４市１町（米子市、松江市、安来市、境港市、東出雲町）は、圏域の一体的な発展をめざし、圏域の将来像を
提案する「中海圏域振興ビジョン」と、定住自立圏形成協定に基づく具体的取組事項を記載した「中海圏域定住自立圏共
生ビジョン」を平成22年３月30日に策定しました。

中海圏域振興ビジョン
中海圏域の現状と分析、圏域が一体的に発展していくための将来像と方向性を表しています。

▼キャッチフレーズ　「出会いは　なかうみ　動き出す　未来」

▼圏域発展を牽引する三つの方向性
　北東アジアから世界へつながる西日本のゲートウェイの構築　環日本海定期貨客
船、米子－ソウル間の国際航空路線等により北東アジアとつながっている強みを生か
し、圏域の発展をめざします。
　中海をはじめとする豊かな自然と人が織りなす調和の実現　ラムサール条約登録湿
地である中海のワイズユース、豊かな自然と調和した社会の構築をめざします。
　自然・人材・技術の連携による世界に誇る中海ブランドの創出　特色ある産業集積や技術、自然、景観などの観
　光資源、人材を生かした産業振興をめざします。

▼圏域発展を支えるひとつの基盤
　４市１町がつながり、あたかもひとつのように機能するまち　交通・情報などの社会基盤の充実、圏域の一体感
　の醸成を図っていきます。

中海圏域定住自立圏共生ビジョン
４市１町が連携して取り組む事業の内容と実施スケ
ジュールを記載しています。
体育文化施設利用による住民交流の促進／圏域の観光
振興／環日本海定期貨客船の安定運行への支援／環境
保全の推進／圏域情報の共有化　など、平成21年10
月７日締結の定住自立圏形成協定にもとづく 22項目

まちなか居住支援事業
　米子市では、米子市中
心市街地活性化基本計画
に基づき、中心市街地へ
の定住を促進するため、
市外から米子市に転入さ
れた方で、中心市街地の
区域内の住宅を取得して継続して居住される方への
助成を行ないます。
■助成の対象となる方
平成22年４月１日以降に米子市に転入された方で、
平成22年４月１日から平成25年１月１日までの間に
中心市街地にある住宅を取得して継続してその住宅
に居住されている方等
■助成の対象となる費用
住宅（建物）の固定資産税相当額
■助成事業の実施期間
平成22年度から平成25年度までの期間
■助成の申請手続きなど、くわしくは、建築住宅課
市営住宅係（☎２３－５２６３）までお問い合わせく
ださい。
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　市民公募で集まった私たち検討委員が、たくさんの市民の皆さんに出会い、ご意見を聴き、議論を重ねながら、米子の自
治のルールである自治基本条例（素案）をつくりあげていく様子を皆さんにお伝えしてきたこのコーナーも、今月が最終回
となります。
　現在、検討委員会では「条例の素案」（以下、「素案」）をまとめる最終的な作業を行なっ
ています。素案には、法律条文に近い簡潔な表現が用いられるため、書き込む内容や事柄
などにもある程度の制限があります。また、委員の考え方もさまざまで、素案を一つにま
とめていく作業は、想像以上に困難を伴うものです。しかしながら、「聴き合い、気付き合い、
認め合い、育ち合い」という、この検討委員会が掲げる自治の理念を、最後まで委員の一
人ひとりが大切にしながら活動してきました。
　私たちが市長に提出する素案は、今後、市議会や行政との調整や市民意見公募手続（パブリックコメント）などの手続き、
そして最終的には市議会の議決を経て条例となります。　
　検討委員会の役目はここで終わりですが、条例ができてから、つまり、ここからが本当の米子の自治のスタートだと私た
ちは考えています。検討委員会のこれまでの活動に対してご協力いただいた皆さんにあらためて感謝申し上げるとともに、
素晴らしい条例の誕生を期待しながら、今しばらく私たちと一緒に素案の行方を見守っていただけたらと思います。
■問い合わせ　市民自治推進課（☎２３－５３８９）

◆総合計画とは…
市の将来のあるべき姿を
描いたもので、市政運営の
柱となる計画です ｡

あなたも総合計画の策定に参加しませんか？
米子市では、新たな総合計画を市民の皆様と一緒に策定することとしています ｡
この計画づくりに、あなたも参加してみませんか ｡参加方法は次の２通りです ｡
たくさんのご応募をお待ちしています ｡
◆応募・問い合わせ　〒 683-8686　米子市加茂町１－１　米子市役所　企画課
（☎２３―５３５１　FAX２３―５３９２　Eメール　kikaku@yonago－city.jp）

　総合計画審議会の委員を募集します
米子市の新たな総合計画について審議していただくため、委員を募集します ｡
■公募人数・応募資格　５人以内・平成22年４月１日現在、満20歳以上で、市内に在住または通勤・通学している方
■応募方法　委員に応募する理由・動機について 400字から 800字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号を
　明記のうえ、企画課（本庁舎４階）に直接お持ちいただくか、郵送、FAX、Eメールなどでご応募ください ｡
※応募書類に必ず、「審議会委員の応募」と明記してください ｡
■応募期限　31日（月）必着

　総合計画策定のための「まちづくりワークショップ」の参加者を募集します
市では、新たな総合計画の策定にあたり、広く市民の皆様の意見や要望、アイデアを反映させたものとするため、「ま
ちづくりワークショップ」を開催します ｡米子市のまちづくりについて、ぜひ皆さんのご意見をお聞かせください ｡
■募集人数・応募資格　30人程度・高校生以上で、市内に在住または通勤・通学している方
■応募方法　企画課（本庁舎４階）に直接お申込みいただくか、住所、氏名、年齢、電話番号を明記のうえ、郵送、
　FAX、Eメールなどでご応募ください ｡
※お申込みの際に、「ワークショップの応募」でありことを明記してください ｡なお、「ワークショップ」の報酬はありません。
■応募期限　20日（木）必着
■開催期間　６月から８月までの予定（平日夜間・土日を中心に月に２回程度開催）



　

今
年
１
月
に
第
35
回
米
子
市
人
権
・

同
和
教
育
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
集
会
は
就
学
前
や
学
校
を
は

じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
、
行
政
、
企
業

な
ど
幅
広
く
た
く
さ
ん
の
方
が
毎
年
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

意
見
発
表
の
中
で
、
中
学
生
の
方
が
、

生
ま
れ
つ
き
障
が
い
の
あ
っ
た
妹
さ
ん

が
昨
年
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
通
し
て
学

ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
記
念
講
演
で
は
、
福ふ

く
な
が
た
く

永
宅

司じ

さ
ん
が
、
ク
ラ
ス
で
い
じ
め
を
受
け

る
中
学
生
の
物
語
を
一
人
芝
居
で
演
じ

な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
講
演
さ
れ
ま
し

た
。

　

命
は
尊
い
も
の
で
す
。
意
見
発
表
を

し
た
中
学
生
の
方
は
、
自
ら
命
を
絶
つ

こ
と
に
ふ
れ
、「
周
り
の
人
が
苦
し
ん

で
い
な
い
か
、
困
っ
て
い
な
い
か
な
ど
、

相
手
の
心
の
奥
底
を
見
つ
め
ら
れ
る
人

に
な
り
た
い
。」
と
決
意
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
人
、
苦
し
ん
で

い
る
人
を
支
え
た
い
と
い
う
姿
勢
は
私

た
ち
も
学
ぶ
べ
き
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

記
念
講
演
で
は
、
福
永
さ
ん
が
「
偏

見
は
、
か
げ
口
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
が

高
じ
る
と
付
き
合
う
の
を
避
け
、
無
視

な
ど
に
な
り
、
締
め
出
し
、
暴
力
な
ど

へ
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
が
命

を
奪
う
こ
と
に
も
な
る
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
い
じ
め
の
構
造
は
、
大
人
の

世
界
で
も
あ
り
う
る
こ
と
で
す
。
人
や

命
を
尊
重
し
な
い
差
別
を
人
間
が
作
っ

て
し
ま
う
構
造
を
、
私
た
ち
の
力
で
な

く
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
「
人
権
・
同
和
問
題
が
本
当
に
身
近

で
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
解
決
で
き
る
し
、

一
人
ひ
と
り
の
思
い
、
決
意
が
大
切
な

ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
の
行
な
い

に
気
を
つ
け
な
く
て
は
と
再
認
識
し
ま

し
た
。」
と
い
う
参
加
者
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

一
人
ひ
と
り
の
生
命
が
大
切
に
さ
れ

る
こ
と
は
、
人
権
の
最
も
基
本
に
な
る

こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
身
近
な
生
活
の

中
に
お
い
て
も
差
別
や
い
じ
め
、
虐
待

な
ど
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
み
な
さ
ん
も
命
の
尊
さ
か
ら
人
権

の
大
切
さ
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
６
）

相
あ い

 田
だ

 み つ を　《自分の番 いのちのバトン》
　書家であり、詩人でもある相田みつを（1924年～ 1991年）の作品は、「いのち」の尊さを見つめながら多くの
作品を生み出しています。本作は、その中でも、近年教育現場などでよく取り上げられているものです。「いま

ここにある『いのち』は自分ひとりのものでは
なく、先祖から連綿と引き継がれてきたかけが
えのないものである。」ということが味わい深
い温もりのある筆

ひ っ ち

致で表現されています。「い
のち」の大切さ、生きていることのすばらしさ
をあらためて感じさせてくれる作品です。
　「書の詩人 相田みつを展」は、５月７日（金）
から６月10日（木）まで開催いたします。本展
案内は、19ページ「５月の催し」をご覧ください。
■問い合わせ
　米子市美術館（☎３４―２４２４）
■ URL
　http://www.yonagobunka.net/y-moa/



　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民

生
委
員
法
と
児
童
福
祉
法
に
定
め

ら
れ
て
お
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に

委
嘱
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
一
定
の
担
当
地
区
を
受
け
持

ち
、
地
域
や
関
係
す
る
機
関
と
の

連
携
を
と
り
な
が
ら
地
域
の
皆
さ

ん
の
相
談
・
支
援
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
民
生
委
員
は

児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、
高
齢

者
の
介
護
に
関
す
る
こ
と
、
子
育

て
に
関
す
る
こ
と
、
健
康
・
医
療

に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
相
談
を
受

け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
主
任
児
童
委
員
と
い

う
、
主
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や

子
育
て
家
庭
に
関
す
る
支
援
活
動

を
行
な
う
委
員
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

現
在
、
米
子
市
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
270
名
、
主
任
児
童
委

員
は
54
名
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
マ
ー
ク

　

幸
せ
の
芽
生
え

で
あ
る
四
つ
葉
の

ク
ロ
ー
バ
ー
に
民

生
委
員
の
「
み
」
の
字
と
児
童
委

員
を
示
す
双
葉
を
組
み
合
わ
せ
、

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
鳩
の
形

で
、愛
情
と
奉
仕
を
表
し
て
お
り
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
身
に
つ

け
て
い
る
バ
ッ
チ
は
、
こ
の
マ
ー

ク
を
か
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
民
生
児

童
委
員
協
議
会
事
務
局　

長
寿

社
会
課
地
域
福
祉
室
（
☎
23
―

５
５
４
１
）

　

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
・
注
意

報
を
米
子
市
を
対
象
に
発
表

　

こ
れ
ま
で
、
鳥
取
地
方
気
象
台

で
は
、
米
子
市
に
気
象
災
害
発
生

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
米
子
市

を
含
む
広
域
な
「
鳥
取
県
」
あ
る

い
は
「
米
子
地
区
」
等
と
明
示
し

て
警
報
・
注
意
報
を
発
表
し
て
い

ま
し
た
が
、
５
月
27
日
か
ら
は
、

「
米
子
市
」
と
明
示
し
、
市
町
村

単
位
で
発
表
し
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・
注

意
報
の
詳
細
な
発
表
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
国
土
交
通

省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー
の
携

帯
サ
イ
ト
に
掲
載
予
定
で
す
。

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
☎
23
―
５
３
３
９
）

　
生
ご
み
を
減
ら
そ
う
！

生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購
入
費
を

補
助
し
ま
す

米
子
市
で
は
、
可
燃
ご
み
の
約
半

分
を
生
ご
み
が
占
め
て
お
り
、
生

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
ご
み
の
減

量
化
に
取
り
組
む
上
で
の
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
家

庭
で
自
主
的
に
生
ご
み
の
減
量
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
生
ご
み
処
理
機
な

ど
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
22
年
３
月
31
日
以
前

に
購
入
さ
れ
た
生
ご
み
処
理
機
な

ど
は
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
の
額

①
生
ご
み
処
理
機
（
電
気
式
）
…

購
入
金
額
の
３
分
の
１
（
100
円
未

満
切
捨
て
）・
上
限
２
万
円

②
生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス

ト
容
器
・
密
閉
式
容
器
・
生
ご
み

水
切
り
容
器
）
…
購
入
金
額
の
３

分
の
１
（
100
円
未
満
切
捨
て
）・

上
限
３
千
円

※
生
ご
み
処
理
容
器
に
つ
い
て

は
、
種
類
、
用
途
に
よ
り
発
酵
剤

や
、
使
用
方
法
に
よ
っ
て
は
処
理

容
器
が
複
数
台
必
要
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
購
入
の
前

に
購
入
店
で
使
用
方
法
な
ど
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間
　
５
月
６
日
㈭
～

平
成
23
年
２
月
28
日
㈪

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は

「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、環
境
政
策
課（
☎

23
―
５
３
０
０
）
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　
高
齢
者
火
災
報
知
器
助
成
事
業

　

火
災
報
知
器
購
入
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ

し
、
購
入
前
に
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。ま
た
、予
算
が
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
助
成
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

助
成
対
象
者
　
現
在
、
65
歳
以
上

の
方
だ
け
で
生
活
し
て
い
る
住

宅
。
た
だ
し
、
市
県
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
方
。

助
成
対
象
箇
所

就
寝
の
用
に
供
す
る
居
室
、
階
段

助
成
限
度
額
　
助
成
対
象
経
費
に

相
当
す
る
額
、
ま
た
は
５
千
円
の

い
ず
れ
か
低
い
額

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
２
）

問
い
合
わ
せ

鳥
取
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

（
☎
０
８
５
７
―
29
―
１
３
１
３
）

　
あ
ん
し
ん
ト
リ
ピ
ー
メ
ー
ル

（
鳥
取
県
安
心
安
全
情
報
配
信
・

収
集
シ
ス
テ
ム
）
運
用
開
始
！

鳥
取
県
で
は
、携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
が
あ
れ
ば
誰
で
も
登
録
が
で
き
、

登
録
さ
れ
た
方
に
は
鳥
取
県
内
の

安
心
・
安
全
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル

送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
４
月
１
日

か
ら
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

配
信
情
報
　
気
象
情
報
・
注
意
報

／
地
震
情
報
（
震
度
３
以
上
）
／

津
波
情
報
／
防
災
・
危
機
管
理
情

報
／
防
犯
情
報
／
安
心
安
全
イ
ベ

ン
ト
情
報
な
ど

登
録
用
ア
ド
レ
ス

e-tottori-safe@
xpressm

ail.jp
※
登
録
は
無
料
で
す
が
、
メ
ー
ル

送
受
信
等
に
必
要
な
通
信
料
は
利

用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
鳥
取
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
あ
ん
し
ん
ト
リ
ピ
ー

メ
ー
ル
の
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

米
子
市
で
は
、「
米
子
市
安
心
・

安
全
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
掲

載
す
る
情
報
を
、「
あ
ん
し
ん
ト

リ
ピ
ー
メ
ー
ル
」
に
も
掲
載
し
て

各
種
相
談
は
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

く
ら
し
の情

報



　
非
常
勤
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数

人
権
教
育
推
進
員
・
１
人	

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目	

30
日
㈰
・
教
養
、
作
文
、
面
接

採
用
予
定
日

平
成
22
年
７
月
１
日	

申
込
受
付
期
間

７
日
㈮
～
19
日
㈬

（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
人
権
政

策
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
受
験
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　
海
外
販
路
開
拓
支
援
事
業

ご
希
望
の
中
小
企
業
の
方
は
、
商

工
課
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

14
日
㈮
ま
で
（
当
日
必
着
）

対
象
事
業

海
外
市
場
等
調
査
事
業
／
海
外
見

本
市
等
へ
の
出
展
事
業
／
サ
ン
プ

ル
輸
入
・
開
発
事
業
／
国
、
県
等

の
平
成
22
年
度
補
助
金
を
受
け
て

実
施
す
る
上
記
の
事
業
（
補
助
対

象
経
費
に
つ
い
て
、
自
己
負
担
す

る
経
費
が
あ
る
場
合
に
限
り
ま

す
。）

補
助
内
容　

補
助
対
象
経
費
×
２

分
の
１
以
内
（
上
限
50
万
円
）

※
採
択
件
数
に
よ
り
、
１
事
業
者

あ
た
り
の
補
助
金
額
は
限
度
額
の

範
囲
内
で
別
途
決
定
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
採
択
予
定
件
数

若
干
数

問
い
合
わ
せ

商
工
課
（
☎
23
―
５
２
１
９
）

　
広
告
を
募
集
し
ま
す

　

水
道
検
針
お
知
ら
せ
票
の
裏
面

に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し

ま
す
。
水
道
検
針
の
際
に
そ
の
場

で
発
行
す
る
「
水
道
使
用
水
量
・

料
金
等
の
お
知
ら
せ
票
」
は
、
水

道
を
お
使
い
の
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば

必
ず
お
渡
し
す
る
も
の
で
す
。

　

お
店
や
会
社
の
Ｐ
Ｒ
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

６
月
１
日
～
６
月
30
日

掲
載
期
間

10
月
１
日
～
平
成
23
年
３
月
31
日

掲
載
場
所　
「
水
道
使
用
水
量
・

料
金
等
の
お
知
ら
せ
」
票
の
裏
面

広
告
の
大
き
さ

縦
11
セ
ン
チ
×
横
６
セ
ン
チ
（
二

色
刷
り	

）

掲
載
回
数　

掲
載
期
間
内
に
、
同

一
所
在
地
に
検
針
票
を
３
回
配
布

（
同
一
場
所
を
２
か
月
毎
に
一
度

検
針
）
し
ま
す
。

配
布
場
所　

米
子
市
・
境
港
市
・

日
吉
津
村
の
検
針
を
し
て
い
る
全

所
帯
・
全
事
業
所

予
定
最
低
料
金

17
万
８
５
０
０
円
（
消
費
税
込
）

※
応
募
者
が
複
数
の
場
合
入
札
に

な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、水
道
局
営
業
課（
☎

夫
婦
で
分
担　

家
事
・
育
児　

思
い
や
り
の
心
で　

夫
婦
円
満 

（
財
）
と
っ
と
り
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業
）

32
―
９
９
１
５
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
米
子
下
町
観
光
ガ
イ
ド
募
集

　

米
子
の
古
い
町
並
み
の
残
る
地

域
を
地
元
や
観
光
客
の
方
々
に
ご

案
内
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
「
出
会
い
・
触
れ
合
い
」
を
大

切
に
し
て
地
域
の
魅
力
を
一
緒
に

高
め
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

米
子
市
内
に
設
定
し
た
４
コ
ー

ス
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
案
内
し

ま
す
。

日
時　

通
年

場
所	

米
子
市

の
下
町
・
城
山

周
辺

応
募
資
格

米
子
市
の
歴

史
・
文
化
等
に
興
味
の
あ
る
方
。

依
頼
が
あ
っ
た
と
き
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
ガ
イ
ド
を
し
て
く
だ
さ

る
方
。
居
住
地
、
性
別
、
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

米
子
市
観

光
協
会　

担
当　

石
倉
さ
ん
（
☎

37
―
２
３
１
１
）

環境政策課からのお知らせ
家庭ごみの処理手数料の額（指定ごみ袋・収集
シールの価格）は、現行どおり据え置きます

　平成19年４月から有料化しています家庭ごみの処理手数料の
額（指定ごみ袋・収集シールの価格）の見直しについて、昨年８
月に米子市廃棄物減量等推進審議会に諮

し

問
も ん

しました。審議会で
は、ごみ有料化の目的である「ごみ減量化の一層の推進」、「ご
み処理経費に係る財源確保」の観点から、主に、ごみ減量化の
効果、ごみ処理に要する経費の推移等を勘案しながら、さらに
市民の意向も考慮のうえ、審議が行なわれ、３月９日に「家庭ご
みの処理手数料の額は、現行のとおりとする。」という答申があ
りました。
　平成20年度のごみ排出量が、58,853トン（平成12年度比
18％の減）で、ごみ有料化導入の際に想定した平成22年度の目
標値 61,726トン（平成12年度比 14％の減）をクリアしており、
有料化後、ごみ減量の効果が持続していること、全市で 781人
おられるリサイクル推進員・補助者へのアンケート結果や、ご
み有料化後の期間が短いことから、現時点では、ごみ排出量や
ごみ処理経費の推移に関する長期的なデータが得られず、見直
しを判断するにはもう少し時間の経過を必要とすることなどを
踏まえ、本答申のとおり、処理手数料を現行どおり大袋 60円、
中袋 30円、小袋 15円、収集シール 60円に据え置くこととしま
した。今後、ごみ排出量とごみ処理経費の推移などを勘案しな
がら、処理手数料の額の見直しをする予定です。
　市としては、継続して、ごみの減量化の推進とごみ処理経費
の削減に努めて参りたいと考えておりますので、市民の皆様の
ご協力をいただきますようお願いします。
■問い合わせ　環境政策課（☎２３－５３００）　　　　　



　
第
42
回
米
子
市
民
レ
ガ
ッ
タ
大

会
出
漕
申
込
受
付

申
込
期
日　

６
月
４
日
㈮
ま
で

（
体
育
課
必
着
）

大
会
日
時

７
月
４
日
㈰　

午
前
７
時
～　

会
場

錦
海
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
（
300
ｍ
）

出
漕
料

１
ク
ル
ー
あ
た
り
１
万
５
千
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座

　

認
知
症
を
患
っ
た
方
や
そ
の
家

族
の
方
へ
の
適
切
な
サ
ポ
ー
ト

や
、
市
民
に
対
す
る
啓
発
活
動
及

び
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の

実
践
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
受
講
い

た
だ
け
ま
す
の
で
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間　

６
月
か
ら
毎
月
１
回

開
催
・
全
10
回
（
第
３
土
曜
日
）

＊
第
１
回
目
…
６
月
19
日
㈯

時
間

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
受

付
午
後
１
時
）

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階　

中
会
議
室

講
演
…
『
認
知
症
の
人
を
理
解
し

支
え
る
と
い
う
こ
と
』

講
師
…
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ

ト　

山
根
和
代
さ
ん

▼
講
座
受
講
後
の
認
知
症
の
理
解

の
た
め
の
普
及
活
動
の
例
と
し

て
、『
認
知
症
予
防
寸
劇
演
技
』、

『
小
学
校
認
知
症
理
解
絵
本
教
室

へ
の
参
加
』、『
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
出
前
講
座
の
企
画
と
参

加
』、『
徘
徊
模
擬
訓
練
へ
の
参
加

』
な
ど
、
お
住
ま
い
の
地
区
に
お

け
る
啓
発
活
動
を
行
な
い
ま
す
。

申
込
締
切　

31
日
㈪

申
込
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
５
５
）

　
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養
成

講
習
会

　

目
と
耳
に
重
複
し
て
障
害
が
あ

る
人
（
盲
ろ
う
者
）
の
支
援
を
す

る
人
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
情
報

獲
得
・
移
動
等
の
支
援
方
法
を
学

び
ま
す
。

と
き

５
月
30
日
㈰
～
12
月
19
日
㈰

概
ね
隔
週
日
曜
日
・
全
16
回

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

対
象　

高
校
生
以
上
で
盲
ろ
う
者

の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
方

定
員　

20
人

申
込
締
切　

14
日
㈮

申
込
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
盲
ろ
う
者
友
の
会
養
成
事
業

事
務
局
（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

35
―
０

１
１
９
）

　
体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

と
き　

９
日
㈰
午
前
８
時
40
分
米

子
駅
集
合
（
午
前
９
時
02
分
発
）

行
き
先　

黒
坂
方
面
（
鵜
の
池
、

長
楽
寺
他
、
行
程
約
13
㎞
）

弁
当
持
参
、
運
賃
（
大
人
往
復
1,220

円
）、
解
散
予
定
午
後
３
時
30
分

生
き
る
喜
び
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
社
会
を
つ
く
ろ
う　

男
女
共
同
参
画 

市
民
応
募
作
品

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

第
52
回
鳥
取
県
し
い
た
け
品
評
会

　

栽
培
・
乾
燥
技
術
に
切
磋
琢
磨

す
る
県
内
生
産
者
の
努
力
の
結
晶

で
あ
る
原
木
乾
し
い
た
け
の
品
評

会
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
日
本
き
の
こ
セ
ン

タ
ー
の
指
導
員
に
よ
る
栽
培
・
経

営
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
、
し
い
た

け
小
袋
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
先
着
200

名
）・
し
い
た
け
料
理
試
食
コ
ー

ナ
ー
（
数
量
限
定
）・
小
学
生
絵

画
の
展
示
な

ど
、
企
画
が

盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

　

興
味
が
あ

る
方
は
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
で

す
。

と
き

30
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

鳥
取
西
部
農
業
協
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平成22年度（第46回）

米子人生大学開講
生涯学習講座として市民の皆様に親しまれている「米子人
生大学」を、下記のとおり開講します。
多数の皆様のご参加をお待ちしています。
■期日　６月７日（月）～ 11月15日（月）　年間11回
　　　　午後２時～４時（開場午後１時30分）　
■会場　米子市文化ホール　メインホール
■申込方法　ご案内チラシ下部の申込票で、生涯学習課ま
たは各公民館にお申し込みください。ご案内チラシは、市
役所本庁舎１階ホール・生涯学習課（市役所第２庁舎３階）・
各公民館などにあります。電話申込みはできません。
■受講料　年間 1,000円　
※初めて受講される日に、会場受付でお支払いください。
■問い合わせ　生涯学習課（☎２３－５４４４）

▼６・７月の講座（年間スケジュールはチラシ裏面参照）
とき 内 容

６月７日（月）

米子人生大学開講式（午後１時30分から）
【公開講座】（午後２時から）
「高齢期の介護予防」～元気に動けるからだで

高齢期を過ごすために～
　鳥取大学医学部　社会医学講座
　病態運動学分野　准教授　加

か

藤
と う

敏
と し

明
あ き

さん

６月21日（月）

「今、子どもたちに伝えたいこと」
～そのために私が出来ることは…～

　境港市　教育委員会事務局　生涯学習課
　社会教育指導員　大

お お

部
べ

由
ゆ み

美さん

７月５日（月）「佛を見つめて」　長徳寺住職　小
こ

林
ばやし

憲
け ん

充
じゅう

さん

７月26日（月）
「出会い」と「縁」に導かれて
　まちづくり会社　株式会社　法勝寺町
　代表取締役　石

い し

賀
が

治
は る

彦
ひ こ

さん

※とっとり県民カレッジ連携講座です。
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米子市まちづくり活動支援交付金事業を募集します
市内で活動する団体が、地域の課題解決や、よりよい市民生活の実現のために、創意工夫して行なう活動を応援します！
■応募資格　市内で活動する５人以上で構成（過半数が市内に在住、通勤または通学）し、会則または規約などのある
　団体（ただし、宗教的活動、政治的活動を行なう団体、市税などを滞納している法人は除きます。）
■募集する事業　自主的・継続的にまちづくりのために取り組む非営利活動で、次のいずれかに該当するもの。
①	地域課題の解決など、住みよいまちづくりのために行なう事業（環境美化・社会福祉・防犯・交通安全活動など）
②	地域の特色を生かしたまちづくりのために行なう事業（産業や文化、芸術、スポーツ振興などでの地域の特色を生か
した地域活性化のための活動）
③	その他、まちづくりの進展のために行なう事業
《対象とならない事業》　	国・県・市や公益法人から他制度による補助、助成または委託を受けている事業／	政治活動、宗
教活動または営利活動を目的とする事業／	これまでこの交付金を受けた団体が行なう、交付金対象となったものと同じ事業
■交付金　1団体 1事業とします。交付金の種類は２つあります。
◆ちょっこし活動コース　交付金対象経費の相当額（上限８万円）
（注）これまでに交付金を受けたことのある団体はこのコースへの申請はできません。
◆がいな活動コース　交付金対象経費の３分の２以内（上限 30万円）
１年以上の活動実績のある団体が申込み可能です。

※両コースとも事業収入（入場料、売上金等）がある場合は、交付金対象経費から差し引きます。
■交付金対象経費　チラシ・ポスターの作成費、材料・消耗品の購入費など。（団体運営費、飲食費などは対象外）
■申込方法　交付申請書、事業計画書、事業収支予算書、団体の概要調書を、市民自治推進課（市役所本庁舎４階）に直接
　提出してください。申込書類は、市民自治推進課、淀江支所、各公民館にあります。また、「米子市ホームページ」から
　ダウンロードもできます。
■申込締切　31日（月）
■選考方法　書類審査終了後、審査委員会で、応募団体による事業内容の説明発表をしていただきます。主体的な活動、
　公益性、継続性、事業費の妥当性などをポイントに審査員が採点し、その決定をふまえ、米子市が決定します。審査会
　は６月下旬頃の予定です。応募団体に別途通知します。
■問い合わせ　市民自治推進課（☎２３－５３７５）

４月１日と５月１日に

米子駅前地下駐車場・駐輪場で料金改定を実施します
より身近に、使いやすくなった地下駐車場・駐輪場をぜひご利用ください！

■駐車場（４月１日から）
駐車場の無料駐車時間を 20分から 30分に！／夜間専用（午後４時から翌朝10時の間限定）定期料金の新設
●料金表

駐車の種類 駐車時間 単 位 使用料

普通駐車
昼間駐車 午前８時～午後６時 30分につき 100円（ただし、30分以内は無料）
夜間駐車 午前５時～午前８時、午後６時～午後12時 １時間につき 100円

午前零時～午前５時 無料

定期駐車 午前零時～午後12時 １か月につき
12,600 円

特定区画 10,500 円
夜 間 午後４時～翌朝午前10時 8,400 円

■駐輪場（定期駐輪に関する料金は５月１日から、その他は４月１日から）
30分の無料駐輪時間新設！／定期駐輪に割安な、３か月、６か月の期間を新設！／定期駐輪の利用者区分を「一般」、「一般（平
日昼間）」、「学生」に改め、利用のスタイルによってはかなりお得に！／回数駐輪券の新設！
●料金表

一時駐輪 回数駐輪券（４月１日から） 定期駐輪（４月30日までの料金）
100 円／１回（ただし、
30分以内の利用は無料）

額面金額 発行の単位 代金 １か月につき 一般 2,040円、高校生以下 1,530円100 円 １組 11枚綴り 1,000 円

定期駐輪（５月１日以降の料金） ※平日昼間とは、平日の午前５時から午後12時ま
での間に限り駐輪できる区分です。
自転車を駐輪場に入場させた日と同一の日に出場
させない場合は別途一時駐輪料金がかかります。

１か月につき 一般 2,000 円、　一般（※平日昼間）1,680 円、　学生 1,530 円
３か月につき 一般 5,400 円、　一般（※平日昼間）4,540 円、　学生 4,140 円
６か月につき 一般 8,400 円、　一般（※平日昼間）7,060 円、　学生 6,430 円

※米子駅前の乗降スペースは、乗降時を除いて駐停車禁止です。乗降以外の駐停車はおやめください。また、米子駅前周辺
道路は、自転車等の駐輪禁止区域となっています。自転車の放置はおやめください。
■問い合わせ　米子駅前地下駐車場（☎３１－２０２２）、米子駅前地下駐輪場（☎３１－２１３２）、市役所建設企画課（☎２３－５５２９）



高齢者の再就職を支援します！
経理事務補助講習

パソコン操作と簿記知識を学びます。受講料は無料です。
■期間　６月８日（火）～ 18日（金）　うち９日間
■会場　（株）ケイズ（両三柳）
■対象　60歳台前半層の就職・就業を希望される方でパソコン
の基本操作ができる方
■募集期間　６日（木）～ 26日（水）　■定員　25人
※申込書は、鳥取県シルバー人材センター連合会、米子広域シル
バー人材センター、ハローワークにあります。
■申込・問い合わせ
（社）鳥取県シルバー人材センター連合会（☎３７―２５３１）

米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

河 崎
住 宅 河 崎 47R1 402 中層耐火４ 階 建 3K 9,800

～17,000 S47

富 益
住 宅 大 崎

57R1 101 中層耐火
４ 階 建 3DK 16,500～32,300 S57老人等優先

57R1 401 中層耐火４ 階 建 3DK 16,500～32,300 S57

57R2 401 中層耐火４ 階 建 3DK 16,500～32,300 S57

58R1 203 中層耐火４ 階 建 3DK 16,700～32,800 S58

安倍彦名
住 宅 彦名町 1R2 304 中層耐火４ 階 建 3DK 18,500～35,300 H1

義方町
住 宅 義方町

301 中層耐火
４ 階 建 3LDK

25,400
～49,900 H7ひとり親世帯等優先

陰田町
住 宅 陰田町

501 高層耐火８ 階 建 3LDK
27,300
～53,700 H9

505 高層耐火８ 階 建 3LDK
27,300
～53,700 H9

■入居者の資格　市内に住所または勤務場所があり、独立の生
計を営んでいる方／現在一緒に住んでいるか、または住もう
としている親族（事実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚
約者を含む）がある方。ただし、生年月日が昭和31年４月１
日以前の方などは、単身でのお申込みが可能です。／世帯の
収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方／現に住宅に困
窮していることが明らかな方／米子市税などに滞納がない方
／暴力団員でないこと
■老人等・ひとり親世帯等優先入居　60歳以上の方、心身障
害者、ひとり親世帯等については、優先入居（応募者数が複
数の場合は公開抽選）の制度があります。それぞれ条件があ
りますので、くわしくは、お問い合わせください。
■申込受付期間　６日（木）～ 12日（水）　土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、
住民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第
４条第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、
申込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅
申込書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　17日（月）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　６月１日（火）
次回の市営住宅入居者募集は６月１日からの予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。予約不要。 ▼ 10日
（月）・６月１日（火）の午後１時～４時／市役所第２庁
舎２階第１会議室／問人権政策課（☎２３－５４１５）
■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員
が相談に応じます。予約不要。 ▼６日（木）・17日（月）
…市役所本庁舎４階 402会議室、６月２日（水）…市
役所第２庁舎３階第３会議室／いずれも午後１時～４
時／問市民相談課（☎２３－５３７８）
■多重債務・ヤミ金融等相談会
弁護士や司法書士等が無料で相談に応じます。１件
30分、要予約。 ▼ 27日（木）の午後１時～４時／米子
コンベンションセンター／問鳥取県西部消費生活相
談室（☎３４－２６４８）・米子市消費生活相談室（☎
３５－６５６６）
■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについ
て、相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、
無料。 ▼毎週月・水・金曜日の午前10時～午後３時／
ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が無料で相談に応じます。１人
30分、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日の午後１時～３
時／ふれあいの里１階
※法律相談は、毎週月・水・金曜日の午前10時～午後
３時に、電話（☎２２－７８３０）で予約。
問米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）
■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・悪徳商法被害・交通事故など、
行政書士が無料で相談に応じます。予約不要。 ▼８日
（土）・６月12日（土）の午前10時30分	～午後３時／米
子駅前サティ４階　男女共同参画センター会議室／問
鳥取県行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）
■認知症　安心相談室
米子市認知症疾患医療センター（「養和病院」内）と米
子市認知症連携担当者などが、電話を通してご本人や、
ご家族のさまざまな悩みをお聴きします。 ▼毎週月曜
日の午後２時～５時、毎週木曜日の午前９時～午後５
時（指定曜日以外の午前９時～午後５時でもお受けし
ますが、不在の場合があります）／問認知症連携室（☎
２１－７３２５／ふれあいの里４階）または、長寿社会
課（☎２３－５１５５）
■新規就農相談会
新たに農業を始めてみようとお考えの方を対象にアド
バイスを行ないます。相談無料、要事前申込。23日（日）、
９月12日（日）、平成23年３月13日（日）。いずれも午
前10時～午後３時／市立図書館特設文庫室／（財）鳥取
県農業農村担い手育成機構西部支所（☎３１―９６４４）

米子市消費生活相談室
買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリング・
オフなど消費生活に関するご相談をお受けしています。

▼ 平日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市
役所本庁舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－
６５６６）

■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先
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お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場合は、
次月以降に受けてください。
ところ　保健センター (ふれあいの里３階 )
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳がな
いと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の冊子を読ん
できてください。体温は接種場所で測ります。

対 象 児 接 種 日
H22年１月24日～２月11日生 ５月11日（火）
H22年２月12日～２月26日生 ５月26日（水）
H22年２月27日～３月11日生 ６月11日（金）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種を受けていな
い方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
接種場所にご注意ください！

◆接種場所　４月・５月のポリオのみ、どらドラパーク市民体
育館で実施します。
◆ポリオ中止期間中、対象だった方へは個人通知ハガキでお
知らせしています。

対　象　児 １回目 ２回目
H21年３月生 １回目の接種を受け

ていない方は、２回
目の日程で接種して
ください。
２回目は６週間以上
あけて接種してくだ
さい。

５月20日（木）
H21年４月生 ５月27日（木）
H21年５月生 ５月20日（木）
H21年６月生 ５月27日（木）
H21年７月生 ６月９日（水）
H21年８月生 ６月23日（水）
H21年９月生 ５月27日（木） ９月８日（水）
H21年10月生 ６月10日（木） ９月22日（水）

７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けてください。
６週間以上の間隔をおいて２回飲みます。間隔は６週間以上
であれば、いくら長くてもかまいません。

有

料

広

告

■申込・問い合わせ　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
錦町一丁目「ふれあいの里」３階　米子市保健センター内

予防接種取扱医療機関の削除について
子どもの予防接種取扱医療機関から下記の医療機関が
削除されました。

松本医院（河崎）　　　養和病院（上後藤）

むきばんだ遺跡新緑まつり
古代の丘歴史発見！ウォーク

３つの史跡を、古代体験やクイズにチャレンジしながら訪ね
歩き、古代の息吹と自然を体感しませんか。
■日 時　22日（土）
■場 所　鳥取県立むきばんだ史跡公園、向山古墳群、
　　　　　上淀廃寺跡
■対 象　一般
■定 員　500人（応募者多数の場合は抽選）
■参加費　500円（保険代等）
■内 容　歴史体感ファミリーふれあいコース…６km、
　　　　　仙谷地区弥生の王墓コース…９km
■応募期限　13日（木）
■申込・問い合わせ
　鳥取県立むきばんだ史跡公園（☎３７－４０００）

■と き　23日（日）（午前９時～午後３時）
■ところ　航空自衛隊美保基地内
■航空機地上展示　Ｃ-１、ＹＳ-11、　Ｔ-400 など
■航空機展示飛行　ブルーインパルス、Ｆ-15、Ｆ-２など
■主要装備品展示　炊事車、水タンクなど
■駐車場等について

▼無料駐車場は、飛行場南地区と基地の北・西側に用意す
る予定ですが、混雑が予想されますので、公共交通機関の
利用をおすすめします。

▼基地と無料駐車場の間を、民間運営のシャトルバス（有料）
が運行される予定です。
■注意事項（例年と違いますのでご注意ください）

▼自家用車での基地内乗り入れはできません。

▼障がい者補助犬以外の動物（犬、猫、他の動物等）を連れ
ての入場は一切出来ません。

▼シート類、椅子・脚立・三脚などは飛行場地区内（コン
クリート地）で使用できません。グランド等の休憩場所で
は使用できます。また、カバン・ケースなどに腰掛けての
見学は、他のお客様に迷惑になりますのでご遠慮ください。

▼ゴミなどは各自で必ずお持ち帰り下さい。

▼障がいがある方のご来場については、基地ホームページ
でご確認いただくか、基地渉外室へお問い合わせください。
■問い合わせ
　航空自衛隊美保基地渉外室広報班（☎４５－０２１１）
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犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ
月 日 場 所 時 間

６月２日（水）

崎 津 公 民 館 午後１時30分～１時50分
富 益 公 民 館 午後２時05分～２時20分
和 田 公 民 館 午後２時40分～２時55分
彦 名 公 民 館 午後３時10分～３時30分

６月３日（木）

湊 山 体 育 館 前 午後９時30分～９時50分
義 方 公 民 館 午前10時10分～10時30分
啓 成 公 民 館 午前10時45分～11時
巌 公 民 館 午後２時30分～２時50分
市 役 所 淀 江 支 所 午後３時20分～３時40分

６月４日（金）

五 千 石 公 民 館 午後９時30分～９時50分
尚 徳 公 民 館 午前10時10分～10時30分
県 公 民 館 午前10時50分～11時10分
住 吉 公 民 館 午後１時30分～２時
加 茂 公 民 館 午後２時15分～２時45分

６月７日（月）
福 米 東 公 民 館 午後９時30分～９時50分
福 生 東 公 民 館 午前10時10分～10時30分
どらドラパーク米子市民体育館前 午前10時50分～11時10分

■料金　 ▼初めて登録される方…5,950円 ▼すでに登録済の方…2,950円
★生後91日以上の犬を飼っている方は、生涯に一度の登録と、年一度の
　狂犬病予防注射を受けさせることが法律により義務付けられています。
★すでに登録されている方は犬の登録証をご持参ください。
★犬に首輪を必ずつけ、注射のときに犬をおさえることができる方が連れ
　てきてください。
★犬が興奮、暴れるなどによっては予防注射ができない場合もあります。
★犬の表示シール（80円）も会場で取り扱っています。
★動物病院でも同じ注射料金で接種できます。その場合は、獣医師の発行
　した証明書を持って、健康対策課または淀江支所市民生活課で注射済票
　の交付申請を行なってください。

米子市の保健統計　死亡原因のがんの中でも多いのは？
　死因順位の１位が米子市及び全国ともに悪性新生物（がん）であることは、４月号でお知らせしました。米子市における
平成19年の悪性新生物の死因内訳（人口動態統計）は、男性の場合は、１位：気管、気管支及び肺、２位：胃、３位：結腸及
び直腸（大腸）、４位：肝及び肝内胆管、５位：膵と続いており、女性の場合は、１位：胃、２位：結腸及び直腸（大腸）、３位：
気管、気管支及び肺、４位：膵、５位：肝及び肝内胆管と続いています。
　７月から各種がん検診（胃がん、大腸がん、結核・肺がん、乳がん、子宮がん）が始まります。積極的に受診しましょう！
　受診の際には、６月末に郵送する受診券をお持ちください。対象者などくわしくは、「ごみ分別収集カレンダー＆健康ガ
イド・国保ガイド」17ページをごらんください。（くわしくは、広報よなご７月号に掲載予定です。）

「人口動態統計」より
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春のセンターこども大会！
（協力・山陰歴史館）
１日（土）～５日（水・祝）、テー
マは「昔の子ども体験をしよ
う」。おもちゃの病院、竹細工
教室などもりだくさん！くわ
しくはチラシをご覧ください。
今夜見える星空と星座物語（か
らす座物語・かみの毛座物語）
平日…午後２時・３時、土・日・
祝日…午前10時45分・11時
45分・午後２時・３時・４時。
幼児・70歳以上無料、小中学
生 50円（土曜日は無料）、高
校生以上 300円。
春のバラ展（協力・米子バラ会）
15日（土）、16日（日）午前10
時～午後４時、館内外でバラ
の香りをお楽しみください。
おかあさんだあ～いすき（主
催・朗読ボランティア火曜の会）
１日（土）午後１時30分～３
時、対象・幼児～大人。人形
劇・朗読民話・絵本シアター。
えほんとわらべうた
毎週水曜日、午前10時30分
からは０～１歳半、11時10
分からは１歳以上対象。
おはなしのへや（協力・朗読
ボランティア火曜の会）
９日（日）午前11時～ 11時
30分、対象・幼児～大人。
だくちるおはなし会（協力・
おはなしグループだくちる）

22日（土）午後２時15分～３
時、対象・幼児～大人。
天体観測会「月と金星をみよう」
22日（土）午後７時30分～、
対象・どなたでも可、20組。
無料。８日（土）から電話受付。
木のおもちゃクラブもくもく
初心者の日
26日（水）、午前10時～正午、
対象・大人。はがきサイズの
木のパズルを作ります。参加
費 450円、１日（土）から電
話受付。
児童文化センターボランティア募集
天体観測・図書室・プレーパー
ク・敷地内美化・各種イベン
トおよびクラブ活動・工作な
どの遊びのボランティアを募
集しています。くわしくは児
童文化センターまで。
米子市児童文化センター出張事
業（共催・まなびネットきずな）
工作、昔遊び、わらべうた、
絵本の読み聞かせ、天体観測
など。くわしくはお問合わせ
ください。対象・単位子ども
会など。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日
４日を除く毎週火曜日と６日

（木）・７日（金）・10日（月）

特別企画展「開館70周年記
念　館蔵品展」

豪商鹿島家、三柳新開開拓を
行った高木家の資料を中心に
館蔵品を展示します。
会期：１日（土）～８月30日（月）
観覧料：一般300（250）円
／高校・大学生 200円
※（　）内は前売り、15人以
上の団体料金。中学生以下、
70歳以上、障がいのある方・
要介護者とその介護者は無料

〈関連事業〉ギャラリートーク
会期中の第２・４土曜日の午
後２時から
山陰歴史館開館70周年・福
市考古資料館開館30周年「記
念講演とシンポジウム」
杉
す ぎ も と よ し

本良巳
み

さん（米子市歴史館
運営委員長）の講演「山陰歴
史館時代に身につけた雑学」
と、「歴史資料館の現状と今
後」をテーマに語り合います。
９日（日）午後１時～４時、ふ
れいあいの里１階大会議室、
定員300人。200円、申込不要。
民話のへや（共催：ほうき民
話の会）
16日（日）午後１時30分～午
後２時20分、２階「いろりの
間」、民話５話とわらべ唄（米
子の地名のはじまり・産

う ぶ が み

神さ
まの運定め・種原の藤助・タ
ンザの雑

ず し

炊・ナンマイダブツ
が馬

うんまひゃっだ

百駄）、民話ひとくち解
説…解説：酒

さ か

井
い

董
た だ

美
よ し

さん
中世城館めぐり「月山富田城跡～
尼子氏居城と周辺史跡探訪～」
① 22日（土） 午後１時～５時、

「富田城跡周辺の史跡めぐり
～戦国時代城下町の面影をた
どる～」。安来市立歴史資料
館の見学と、周辺の史跡めぐ
り。
② 29日（土）午後１時～５時、

「富田城跡見学～山腹から山
頂の郭群」。月山に登山し、
富田城跡を見学。

＊①②いずれも、集合・解散
場所：山陰歴史館（マイクロ
バス使用）、 定員20人、参加
費：各回1,000円。申込受付
中（先着順）。
淀江ウォーク「淀江の魅力再
発見」
和傘伝承館を見学し、江戸期
の史跡を訪ね交通の要衝とし
て栄えた淀江の「町」の姿を
うかがいます。2.6kmコース。
６月12日（土）午後１時～３
時、集合場所：JR 淀江駅、
解散場所：小波浜（番所跡）、
定員 25人（申込受付中、先
着順）、参加費 500円。
※駐車場は淀江公民館駐車場
をご利用ください。
第14回歴史館コンサート
大
お お は ら あ き

原章子
こ

さん、村
む ら

田
た

敦
あ つ

子
こ

さ
んによるサキソホンとオカ
リ ナ、 ピ ア ノ の 演 奏。「 リ
ベルタンゴ」、「OVER THE 
RAINBOW」ほか。
６月18日（金）午後７時～８
時30分、定員 65人、参加費
500円（コーヒー、お菓子つ
き）、要前売券。前売券販売
は 19日（水）から。
■開館時間
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日
４日を除く毎週火曜日

体験学習「まが玉・石包丁づ
くり」
まが玉、石包丁のどちらかを
自分でつくる体験講座です。
約１時間で完成します。
毎週土・日曜日と祝日に開催。
受付時間：午前 10 時～午後
３時、参加費 300 円、対象：
小学５年生～一般（小学４年
生以下は保護者同伴）。

５月の催し５月の催し

児童文化センター
（☎ 34－5455）

山 陰 歴 史 館
（☎ 22－7161）

福市考古資料館
（☎ 26－3784）
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■開館時間
午前９時30分～午後５時
■今月の休館日
４日を除く毎週火曜日

平成22年度米子市美術館特別
展「書の詩人　相田みつを展」
会期：５月７日（金）～６月10
日（木）　【会期中無休】
観覧料：一般900（700）円、
高校・大学生500（300）円、
小・中学生 200円
※（　）内は前売り料金。、15
人以上の団体、70歳以上の
方、障がいのある方と付添い
の方（１名）の料金。
前売券取扱場所：文化課、米
子市美術館　ほか

〈関連事業〉
相
あ い

田
だ

一
か ず

人
ひ と

氏（相田みつを美術
館長）ギャラリートーク
７日（金）午前11時／午後２時
～・23日（日）午前11時～、
会場：米子市美術館、要観覧料。
第50回 米子市美術展覧会出
品のご案内
６月18日（金）から 26日（土）

［会期中無休］まで、第50回
米子市美術展覧会を開催しま
す。第50回を記念し、全出
品作品（審査員経験者出品作
品を除く）から各部門の最優
秀作品に第50回米子市展記
念賞を贈ります。多くの方の
ご出品をお待ちしています。
■出品部門：洋画・日本画・
書道・写真・工芸・彫刻
■出品資格：市内にお住まい
か、市内にお勤め、または通
学している方、市内の美術団
体に所属する方。（中学生以
下は除く）
■搬入日：６月13日（日）午
前10時～午後４時

■搬入場所：米子市美術館
※開催要項は、文化課、美術
館、各公民館などにあります。
■開館時間
午前10時～午後６時

つつじ読書会
８日（土）午後２時、特設文
庫室、「悲しき熱帯」Ⅱ（後半）
レヴィ＝ストロース著　川

か わ

田
だ

順
じゅん

造
ぞ う

訳（中公クラシックス）。
楽しく漢文に学ぶ会
２日（日）午後１時30分、特
設文庫室、『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

著（講談社学術文庫）
「為

い

政
せ い

篇」。
おはなし会
★毎週木曜日（協力：ほしの
ぎんか、第４木曜火曜の会）
午前10時40分～ 11時30分、
親子読書コーナー。
★ 11日（火）（毎月第２火曜
日・図書館職員）午後４時～
絵本の読み聞かせ・わらべう
た・紙芝居・パネルシアター
など。
※毎月第３金曜日に開催して
いました火曜の会さん協力の
おはなし会は、第４木曜日に
変更になりました。
伯耆文化研究会５月例会
15日（土）午後１時30分、大
会議室、「青谷上寺地遺跡の
骨角器」・発表者…河

か わ い

合章
あ き ゆ き

行
さん、「豪円和尚のお話し」・
発表者…後

ご と う

藤（伯
ほ う き ぼ う

耆坊）俊
と し お

夫
さん
古文書研究会
29日（土） 午後１時30分、大
会議室、「新修米子市史　近
世」関連史料を読む。講師：
山
や ま

藤
ふ じ

良
り ょ う じ

治さん
ビジネス支援
「特許等相談会」（要事前申込）

11日（火）午後１時30分～４
時30分、特設文庫室。
「特許情報相談会」（要事前申込）
28日（金）午前10時30分～
午後４時、特設文庫室、㈳
発 明 協 会 鳥 取 県 支 部（ ☎
０８５７－５２－６７２８）。
「起業・事業融資相談会」（要
事前申込）
19日（水）午後２時～４時、
特設文庫室、予約先：日本政
策金融公庫米子支店（☎３４
－５８２１）
「就農相談会」（要事前申込）
＊くわしくは、15 ページの

「相談」をご覧ください。
美術館共催事業　相田みつを
展関連事業「記念講演会」
23 日（日）午後２時～、大
会議室。講師…相田みつを美
術館館長　相田一人 ( かずひ
と ) さん　要：入場整理券及
び本展観覧券（半券でも可）
くわしくは美術館（☎３４－
２４２４）まで。

「相田みつを」展関連資料展示
５月１日（土）～６月29日（火）
■開館時間
午前10時～午後６時　
■今月の休館日　毎週月曜
日、30日（月末資料整理）

ＧＷ特別ガイドウォーク

▼５月１日（土）午前10時～正
午「北極圏へ渡る鳥に会おう！」

▼５月２日（日）午前９時30分
～午後０時30分「昔の中海の
貝殻を掘りに行こう！」

▼ ５月３日（月）午後１時30分
～３時30分「デジカメで春を
撮影しよう！」

▼ ５月４日（火）午後１時30分
～３時「春の野草を探そう！」

▼５月５日（水）午後６時30分

～７時30分「コウモリの超音
波を聞いてみよう！」
いずれも申込不要。どなたで
も参加できます。集合：水鳥
公園ネイチャーセンター
手作り自然教室「思い出の缶
バッチを作ろう！」
水鳥公園のお気に入りの生き
物を絵に描いて缶バッチに仕
上げます。
５日（水）まで開館時間中い
つでも。材料費 100円。会場：
水鳥公園ネイチャーセンター
愛鳥週間記念企画「水鳥のお
家を作ろう！」
８日（土）午後１時30分～３
時30分、小学生以上先着 10
組、要予約、材料費 300円（入
館料込み）
手作り自然教室「貝殻でアク
セサリー作り！」
23日（日）午前10時～正午、
小学生以上先着15人、要予
約、材料費300円（入館料込
み）
●水鳥公園が会場の企画には、
高校生～ 70歳未満の方は入館
料（300円）が必要です。
■開館時間
午前９時～午後５時30分
※５月５日は、イベントのた
め、開館時間を延長します。
■今月の休館日　毎週火曜日

５月ロビー展「松
まつしたしょうじ

下昇司個展」
絵画展、入園料：大人200円、
小中学生50円。
＊園内は新緑で覆

お お

われ、ツツ
ジの花も見頃をむかえます。
おそろいでお出かけください。
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■今月の休館日
毎週第２・４水曜日

米子水鳥公園
（☎ 24－6139）

伯耆古代の丘公園
（☎ 56－6817）

米子市美術館
（☎ 34－2424） 市 立 図 書 館

（☎ 22－2612）



「よなごの宝88選」から
　一銭屋岡本商店 　 米子市灘町１丁目　　《宝№ 45》

　角を曲がると、一銭銅貨をあしらった大きな看板が飛び込んできます。
　銅貨は直径1メートル。木型を銅版で包んだもので、昭和25年（1950年）
に開催された「米子博覧会」を記念して作られました。縁起をかついで
「八十八日」での製作を求めたというこだわりの品です。
　建物は明治初期の建築。多少の改造はありますが、片側に「通り庭」があり、
店、中の間、奥の間が並ぶ典型的な町家のたたずまいです。奥の坪庭には
井戸もあり、釣

つ る べ

瓶も使われています。
　「一銭屋」は昭和９年（1934年）の創業。あめ玉、おもちゃ、なんでも一銭
のものをそろえたので、いつしかそれが屋号になったといいます。店には、
当てくじ付のチョコレートやイカ足、こま、パチンコ、紙ひこうきなど、色鮮やかな菓子やおもちゃが約200点、
棚や壁いっぱいに並んでいます。値段は10円から30円が中心。学校から帰った子どもや家族連れが、「１銭」ならぬ、
10円、100円硬貨をにぎり、当てくじやおもちゃを目あてに弾みます。義方小学校では校区学習のコースにもなり
ました。
　明治から平成まで。暮らし人の息づかいが今も楽しい、子どもならずも心ときめく町角です。

「よなごの宝88選」は、平成19年９月から取り組んでいる「伯耆の国よなご文化創造計画」のソフト事業で、
地域に眠る史跡などを掘り起こし、新しい「よなごの宝」として活かすことを目的にしています。市民の
皆さんから寄せられた情報を元に調査をすすめ、「88選」を選定しました。【よなごの宝88選実行委員会】

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３６）

■編集発行／米子市総務部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／東京印刷株式会社

　５月から６月にかけて、水鳥公園ではカッコウの声が時々聞こえます。名前
の通り、カッコウの声は「カッコウ、カッコウ」と聞こえ、とても個性的です。
カッコウという名は日本での名前（和名）ですが、英語の名前（英名）も「cuckoo」
です。
　カッコウは、日本はもちろん、海外でも一般に広く知られている鳥のひとつ
です。ヨーロッパの音楽にも登場しますし、鳩時計の声も鳩ではなく、実はカッ
コウのものです。
　さて、水鳥公園にやって来る鳥には、みんな目的がありますが、カッコウの
目的は恐らく、自らの卵を託す鳥の巣探しだと思います。
　カッコウは、他種の鳥の巣に侵入して卵を産みつける性質があります。これを托

た く ら ん

卵（たくらん）といいます。カッコウ
の雛

ひ な

は、家主の卵より早く孵
ふ か

化した後、自分以外の雛や卵をすべて巣の外へ放り出して巣を独占し、その巣の親鳥に育て
てもらうのです。カッコウの托卵先は、主にオオヨシキリやホオジロ、モズなどです。これらはみんな、水鳥公園で子育
てをする鳥たちです。カッコウの声が聞こえると、人間たちが喜んでいる一方で、オオヨシキリたちは「大変なやつがやっ
て来たぞ」と青ざめていることでしょう。
　なお、人がおらず寂

さび

れた様子を「閑
かん

古
こ

鳥
どり

がなく」といいますが、この閑古鳥とはカッコウを指します。つまり、「５月の
水鳥公園はカッコウが鳴いているよ」というと、「水鳥公園って寂れているのね」という冗談になってしまいます。冗談が
本当にならないように、皆様ぜひ、５月の水鳥公園に遊びに来てくださいね。

水鳥公園指導員　桐
き り は ら け い す け

原佳介

米子市の人口と世帯数　平成22年４月１日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,104人 ( －264人)　男性 71,207人 ( －194人)　女性 78,897人 ( －70人)　世帯数 62,554世帯 ( －14世帯)

水鳥公園からのたより

カッコウ

５月に見られる水鳥公園の生きものたち
カイツブリ、カルガモなどのカモ類、アオアシシギ、コチドリなどシギ・チドリ類、オオヨ
シキリ、コヨシキリなどの小鳥類、メダカ、ナミテントウ、アオモンイトトンボなど。
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